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介護だより
か い ご

二本松市 「 合戦場のしだれ桜 」

0242-25-0620

までご連絡ください

「 二本松市 / あじさい寺 高林寺 」

お問合わせは

(有)介護福太郎 若松営業所

(有)介護福太郎 喜多方営業所 0241-23-5170

定価 1本 194円（税込） のところ
飲料・ゼリー各（りんご風味/無果汁）

160円（税込）

さわやかなりんご風味の経口補水液。発汗時、入
浴前後、お休み前など水分が不足しがちな時に、
体に必要な水分や電解質を手軽においしく補給で
きる。

そこで、おすすめは「明治アクアサポート」

基本的には水やお茶。ミネラルウォーターなら不足しがちなミネラルが
補えます。沢山汗をかいた時には、スポーツ飲料の様に塩分や糖分が
入ったものは吸収も早く、エネルギーに変換されるので適しています。

熱中症を防ぐために「水分補給と暑さを避けること」

熱中症の予防法

＜水分・塩分補給＞ のどの渇きを感じなくても、こまめに水分をとる。

＜熱中症になりにくい室内環境＞ 扇風機やエアコンを使った温度調整、
室温が上がりにくい環境の確保（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打
ち水など）、
こまめな室温確認。

＜体調に合わせた取り組み＞ こまめな体温測定、通気性の良い、吸
湿・速乾の衣服着用、保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却。

＜外出時の準備＞ 日傘や帽子の着用、日陰の利用、こまめな休憩、通
気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用。

「

入
梅
、
雨
の
時
に
綴
る

」

今
日
は
、
御
代
り
無
く
御
元
気
で
御
過
し
で
す
か
。

恥
乍
ら
疾
う
に
還
暦
は
過
ぎ
、
間
も
無
く
高
齢
者
そ
れ
も

後
期
の
部
属
だ
。

「
溜
息
を
吐
い
て
ハ
ア
ー
」

人
生
行
路
、
喜
怒
哀
楽
で
紆
余
曲
折
、
艱
難
辛
苦
だ
。

だ
け
ど
堅
忍
不
抜
「
辛
抱
す
る
木
に
金
が
成
る
」

ま
た
菩
提
寺
の
住
職
の
法
話
を
拝
聴
す
る
と
心
身
が
洗

浄
さ
れ
爽
快
だ
。

そ
ん
な
事
と
「
子
を
叱
る
な
来
た
道
で
年
寄
り
嫌
う
な

往
く
道
だ
」
と
「
子
の
養
育
は
親
の
義
務
、
親
の
扶
養
は

子
の
責
務
」
「
子
は
将
来
の
財
宝
で
、
年
寄
り
は
経
験
、

実
績
豊
富
な
知
恵
袋
だ
」

そ
し
て
皆
様
方
、
個
人
一
人
一
人
両
親
有
り
、
そ
の
両

親
に
両
親
が
つ
ま
り
祖
父
母
が
、
そ
の
前
代
は
曽
祖
父
母

が
、
と
負
っ
て
往
く
と
七
代
前
に
遡
る
と
三
桁
の
一
二
八

人
、
十
代
前
は
一
〇
二
四
人
、
十
四
代
前
で
五
桁
の
壱
萬

六
阡
余
名
の
方
が
親
（
血
）
族
だ
。

次
に
将
棋
盤
は
縦
、
横
九
枡
目
で
計
八
一
枡
で
最
初
米

一
粒
、
位
々
と
二
粒
、
四
、
八
粒
と
八
一
枡
目
は
幾
ら

（
量
）
に
な
る
だ
ろ
う
か
！
？

磐
越
西
線
下
り
郡
山
発
会
津
行
九
駅
目
住
雄

湖
深
さ
日
本
一
男

73
歳



〒965-0080

車のことなら何でもおまかせください

有限会社 大島ボディ
福島県会津若松市神指町橋本５９番地

ＴＥＬ0242-24-7585 ＦＡＸ0242-32-0775

厚生省生衛第134号

全国介護環境整備協同組合

株式会社 アンミン
〒992-1125

山形県米沢市万世町片子5152

ＴＥＬ0238-21-4340 ＦＡＸ0238-24-0166

作 「野邉 学」

俳

句

北
山
白
百
合
俳
句
会

短

歌

俳

句

作「渡邉 鶴子」

燃料油のご用命は当社にまかせください！

株式会社 栗林商店

JXTGエネルギー(株)特約店

代表取締役社長 栗林 陽志

〒965-0042 会津若松市大町二丁目５－８

TEL ０２４２－２２－３９３０ FAX 0242-22-2335

川

柳

ちぎり絵 / 絵手紙

川
島

英
雄

前
月
号
か
ら
続
く

佐
藤

一
男

「

白
虎
隊
の
招
集
は

・

出
陣
の
日

（
戊
辰
戦
争
）
」

次
月
号
へ
続
く

水 彩 画

作「高田 壽治」

営
業
・
新
入
社
員
紹
介

6
月
1
日
に
入
社
致
し
ま
し
た
、
伊
豆
野
雅
大
で
す
。

営
業
職
は
未
経
験
で
あ
り
、
全
く
異
な
る
環
境
で
は
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
様
の
生
活
が
少
し
で
も
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
日
々
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
惑
う
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
頂
き
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
市
中
警
備

司
令
官
西
郷
勇
左
衛
門
。

市
民
の
動
揺
防
止
。
市
民
の

壮
丁
（
成
人
）
を
動
員
す
る
。

一
、
瀧
澤
本
陣

藩
主
容
保
が
出
馬
し
て
瀧

澤
に
本
営
を
置
き
士
気
を
励

む
。
糧
秣
こ
と
食
料
を
戦
場

に
運
送
。

一
、
若
松
城

新
藩
主
喜
徳
が
留
守
を
守

り
士
中
白
虎
一
番
中
隊
が
護

衛
に
あ
た
る
。
会
津
軍
の
主

力
を
大
野
原
に
向
け
て
日
橋

川
の
線
で
官
軍
の
進
攻
を
止

め
、
そ
の
背
後
を
突
い
て
猪

苗
代
城
を
奪
還
す
る
作
戦
だ

っ
た
が
主
力
と
は
百
姓
や
町

人
を
集
め
た
民
兵
で
た
の
み

に
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、

会
津
藩
の
運
命
を
か
け
た
一

戦
で
あ
り
、
午
前
九
時
こ
ろ

現.猪苗代城跡
（ 大手口 ）

ひ
と
と
き
を
談
議
の
的
に
濃
紫
陽
花

松

み
ど
り

寒
さ
に
も
暑
さ
に
も
強
き
た
ち
あ
お
い

ミ
エ
子

紅
薔
薇
の
は
な
び
ら
お
つ
る
香
を
残
し

Ｙ

子

郭
公
の
遠
鳴
く
声
に
友
だ
ち
の

誰
そ
ぞ
ろ
に
耳
欹
て
る

鈴
木

キ
ミ
子

足
元
の
さ
ざ
波
の
音
や
さ
し
く
て

水
際
の
椅
子
に
終
日
憩
ふ

五
ノ
井

星
子

玉
ね
ぎ
を
一
人
掘
り
い
る
六
月
の

背
を
す
る
す
る
汗
の
流
る
る

坂
内

久
美
子

文
月
は
お
日
市
続
く
城
下
町

花
に
蝶
人
は
情
に
寄
っ
て
来
る

花
が
好
き
母
親
譲
り
の
土
い
じ
り

三
文
得
満
身
に
青
田
風

令
和
二
年
コ
ロ
ナ
に
暦
狂
わ
さ
れ

夏
の
陽
を
浴
び
て
な
る
な
る

茄
子
キ
ュ
ウ
リ

城
内
に
残
る
十
五
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
者
に
総
登
城
を

命
じ
、
一
軒
残
ら
ず
口
頭
で

家
並
み
ぶ
れ
を
し
て
さ
ら
に

用
件
を
書
い
た
文
章
を
配
布

し
た
。

🔶

出
陣
の
日

三
番
中
隊
の
飯
沼
貞
吉
は

父
の
時
衛
が
白
河
口
に
出
陣
、

十
八
歳
の
兄
源
八
が
越
後
口

の
戦
線
に
出
か
け
た
の
で
、

出
陣
の
朝
に
家
を
守
る
母
の

文
子
か
ら
訓
戒
を
受
け
て
い

た
。
お
殿
様
の
た
め
に
お
前

の
命
を
捧
げ
る
時
が
や
っ
て

き
た
。
日
頃
か
ら
の
父
上
の

教
え
を
守
っ
て
家
の
門
を
出

た
な
ら
ば
生
き
て
再
び
戻
ろ

う
な
ど
と
卑
怯
な
こ
と
を
考

え
て
は
な
り
ま
せ
ん
ぞ
。
母

文
子
は
会
津
の
歌
人
と
し
て

知
ら
れ
西
郷
十
郎
右
衛
門
近

登
之
の
娘
で
そ
の
実
家
が
近

か
っ
た
。

歴
史
辞
典

「

飯
沼
貞
吉

」

嘉
永
7
年
（
１
８
５
４
年
）

３
月
25
日
、
会
津
藩
士
・
飯

沼
時
衛
一
正
の
二
男
と
し
て

郭
内
本
二
之
丁
と
三
之
丁
間
、

大
町
通
り
に
て
生
ま
れ
る
。

時
衛
は
物
頭
を
努
め
、
家
禄

４
５
〇
石
、
家
紋
は
か
ら
お

し
き
に
ち
が
い
鷹
羽
。
母
文

子
は
西
郷
十
郎
右
衛
門
近
登

之
の
娘
で
、
玉
章
（
た
ま
ず

さ
）
と
い
う
雅
号
を
持
つ
歌

人
で
も
あ
っ
た
。
家
族
は
、

両
親
と
兄
の
源
八
、
妹
の
ひ

ろ
、
弟
の
関
弥
（
会
津
松
平

家
家
宰
）
。
他
に
祖
父
の
粂

之
進
、
祖
母
、
曾
祖
母
、
叔

父
、
下
男
下
女
が
同
居
し
て

い
た
と
い
う
。
会
津
藩
家
老

・
西
郷
頼
母
の
妻
千
重
子
は

父
の
妹
。
山
川
大
蔵
（
浩
）
、

山
川
健
次
郎
、
大
山
捨
松
、

山
川
二
葉
ら
の
山
川
兄
弟
姉

妹
は
従
兄
弟
（
母
同
士
が
姉

妹
）
10
歳
で
藩
校
日
新
館
に

入
学
。
二
経
塾
一
番
組
に
編

入
さ
れ
、
15
歳
で
止
善
堂
に

入
っ
た
。
学
業
・
武
術
と
も

に
優
秀
で
、
白
虎
隊
編
成
時

は
ま
だ
15
歳
だ
っ
た
が
、
長

身
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
嘉

永
6
年
生
ま
れ
の
16
歳
と
年

齢
を
1
歳
偽
っ
て
申
請
し
入

隊
で
き
た
（
従
兄
妹
の
山
川

健
次
郎
は
同
年
生
ま
れ
で
あ

る
が
、
幼
年
白
虎
隊
だ
っ
た

。
）

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り

早
苗
歌
一
升
瓶
が
ご
ろ
ご
ろ
と

中
川

幸
恵

磐
越
西
線
青
田
の
中
を
ひ
た
走
る

鈴
木

隆
一
郎

夏
め
く
や
居
間
に
流
る
る
オ
ル
ゴ
ー
ル

武
藤

敏
子

雨
あ
と
の
咲
き
揃
ひ
た
る
花
菖
蒲

佐
藤

信
子


